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3１．連系線利用状況

平成２６年度の混雑処理実績等※から、連系線の利用状況を確認する。
（作業停止計画に伴う運用容量減少による混雑等は作業停止計画の調整で考慮⇒今回の検討から除外）

※ 電力システム改革小委員会第４回制度設計ワーキンググループ資料を踏まえ、
「混雑処理」、「新規容量登録および利用計画変更時の送電可否判定結果」、
「スポット市場分断状況」、「連系線空容量状況（年間・長期断面）」を確認する。

出典 電力システム改革小委員会
第４回制度設計ワーキンググループ



4２．連系線利用状況（混雑処理）

連系線 計画区分 件数 方向 連系線 計画区分 件数 方向

東京中部間
連系設備
（ＦＣ）

【方向】
順（東京⇒中部）
逆（中部⇒東京）

翌日計画 ７２ 順逆
中部関西間
連系線

（三重東近江線）
【方向】
順（中部⇒関西）
逆（関西⇒中部）

翌日計画 １ 順

週間計画 １ 順 週間計画 １ 順

通告変更 ２１ 順逆 － －

小計 ９４ － 小計 ２ －

中部北陸間
連系設備

（南福光ＢＴＢ）
【方向】
順（中部⇒北陸）
逆（北陸⇒中部）

翌日計画 ９ 順逆 中国九州間
連系線

（関門連系線）
【方向】
順（中国⇒九州）
逆（九州⇒中国）

翌日計画 １ 逆

週間計画 １ 逆 年間計画 １ 逆

小計 １０ － 小計 ２ －

【平成２６年度混雑処理実績】

○運用容量の算出に影響を与えない以下の混雑は除外
・迂回ルートで送電できる混雑（実質混雑なし）
・最低潮流制約およびきざみ幅制約による混雑



5３．連系線利用状況（送電可否判定）

連系線 区分 送電不可時の断面 件数 方向

東北東京間連系線
（相馬双葉幹線）

新規容量登録 年間 休日 １ 順（東北⇒東京）

利用計画変更 年間 平日／休日 ７ 順（東北⇒東京）

小計 ８ －

東京中部間連系設備
（ＦＣ）

利用計画変更 年間 平日 １ 逆（中部⇒東京）

中部関西間連系線
（三重東近江線）

利用計画変更
月間 平日 １ 順（中部⇒関西）

週間 １ 順（中部⇒関西）

小計 ２ －

合計 １１ －

【平成２６年度新規容量登録および利用計画変更時の
送電可否判定「不可」実績】

○作業停止に伴う運用容量減少および最低潮流制約によるものは除外



6４．連系線利用状況（スポット市場分断）

連系線 件数 方向

北海道本州間連系設備（北本） ８
順（北海道⇒東北）
逆（東北⇒北海道）

東京中部間連系設備（ＦＣ） ３９８７
順（東京⇒中部）
逆（中部⇒東京）

合計 ３９９５ ―

【平成２６年度スポット市場分断実績】

○作業停止に伴う分断は除外



7５．連系線利用状況（空容量）

連系線 区分 方向
最小空容量
（ＭＷ）

決定
要因 連系線 区分 方向

最小空容量
（ＭＷ）

決定
要因

北海道本州間
連系設備
（北本）

年間

順（北海道⇒東北） ３８ 熱容量 北陸関西間
連系線

(越前嶺南線)
年間

順（北陸⇒関西） ９６８ 安定度

逆（東北⇒北海道） ４ 熱容量 逆（関西⇒北陸） ５５２ 周波数

東北東京間
連系線

(相馬双葉幹線)
年間

順（東北⇒東京） １ 熱容量 関西中国間
連系線

（西播東岡山線
山崎千頭線）

年間

順（関西⇒中国） ２９００ 熱容量

逆（東京⇒東北） ２４８６ 周波数 逆（中国⇒関西） １２００ 電圧

東京中部間
連系設備
（ＦＣ）

年間

順（東京⇒中部） ６００ 熱容量 関西四国間
連系設備

（阿南・紀北）
年間

順（関西⇒四国） ２００ 熱容量

逆（中部⇒東京） ０ 熱容量 逆（四国⇒関西） ７９ 熱容量

中部関西間
連系線

(三重東近江線)
年間

順（中部⇒関西） ９２２ 周波数 中国四国間
連系線

（本四連系線）
年間

順（中国⇒四国） ３１０ 熱容量

逆（関西⇒中部） ６７０ 周波数 逆（四国⇒中国） ９４６ 熱容量

中部北陸間
連系設備

(南福光ＢＴＢ)
年間

順（中部⇒北陸） ３００ 熱容量 中国九州間
連系線

（関門連系線）
年間

順（中国⇒九州） １１５７ 周波数

逆（北陸⇒中部） ３００ 熱容量 逆（九州⇒中国） １ 周波数

【連系線空容量状況（年間）】平成２７年５月１３日現在

○ 網掛け部分：空容量５００ＭＷ以下※（設備容量500ＭＷ以下の設備は除く）
※潜在的な連系線利用ニーズとして中規模火力ユニットによる連系線利用を想定し、
一律５００ＭＷを閾値とした。



8６．算出断面を検討する連系線

連系線 方向 選定理由

東北東京間連系線
（相馬双葉幹線）

順（東北⇒東京）
・空容量が少ないため、混雑の発生や送電可否判定
が「不可」となる状況が考えられる

中部関西間連系線
（三重東近江線）

順（中部⇒関西）
・混雑処理実績および送電可否判定結果「不可」実
績がある

中国九州間連系線
（関門連系線）

逆（九州⇒中国）
・空容量が少ないため、混雑の発生や送電可否判定
が「不可」となる状況が考えられる

○選定基準
・混雑処理があった連系線、送電可否判定結果に不可があった連系線、スポット市場分断が
あった連系線および最小空容量が５００ＭＷ以下の連系線を選定する。ただし、直流連系
設備※２および運用容量の決定要因が熱容量等である連系線※３は除く。

※１ 月毎、平／休日、昼／夜間
※２ 直流連系設備は、設備容量が運用容量であることから、運用容量が一定値となり断面細分化の余地がないため、

対象外とする。
※３ 決定要因が熱容量等の設備は、当該設備を継続的に使用することができる上限の温度となる潮流の値が限度と

なることから，細分化結果は全て同値となるため、対象外とする。

今後、運用容量算出の過程で細分化の検討を行う

以上の利用状況より、原則４８断面／年※１から算出断面細分化の検討を行う連系線を下の通り選定した。


